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令和３年度 第１回 岡山県医療対策協議会【議事要旨】 

 

１ 日 時：令和３年６月４日（金）１５：１０～１６：１０ 

２ 場 所：岡山県庁 ５階 保健福祉部長室（Web開催） 

３ 出席者：別紙のとおり 

４ 議題 

（１） 岡山県地域医療支援センターの運営について 

① 令和２年度事業実績及び令和３年度事業計画（案） 

② 令和４年度地域枠卒業医師の配置方針（案） 

（２） 岡山県へき地医療支援機構の運営について 

（令和２年度事業実績及び令和３年度事業計画（案）） 

（３） 令和４年度の地域枠に係る協議について 

（４） 2022年度専門研修における専攻医採用数シーリングについて（報告） 

 

５ 議事要旨 

（１）岡山県地域医療支援センターの運営について 

① 令和２年度事業実績及び令和３年度事業計画（案） 

令和２年度事業実績及び令和３年度事業計画（案）の概要を事務局から説明した。 

 

〈委員の主な意見〉 

   ・地域枠卒業医師の定義は何か。 

  

〈事務局等回答〉 

   ・医師不足地域等で勤務することを条件として、奨学金の貸与を受けた医師のこと 

である。 

   ・岡山大学医学部医学科地域枠コースの卒業生、もしくは広島大学医学部医学科ふ 

るさと枠岡山県コースの卒業生が該当する。 

 

② 令和４年度地域枠卒業医師の配置方針（案） 

令和４年４月に地域勤務を開始する地域枠卒業医師の勤務病院等選定方法及び

公衆衛生医師としての勤務を希望する地域枠卒業医師が県保健所等で勤務する方

針について、了承された。 

 

   ・臨床研修終了後、公衆衛生医師としての勤務を希望する地域枠卒業医師のうち、 

県保健福祉部が適当と認めた者については、医師不足地域を管轄する県保健所等 

で勤務することとする。 

   ・具体の配置については、地域枠卒業医師の希望や専門性、県保健所等における医 

師配置の状況等を踏まえて、県保健福祉部において検討する。 

 

〈委員の主な意見〉 

・公衆衛生医師の確保も大事だが、医師本人の目指すところと一致しないと実現は
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難しいのではないか。特に自治医科大学卒業医師は県職員であるが、強制的に保

健所等へ配置することのないようお願いしたい。 

・保健所等での勤務期間が１年に満たない場合、年度途中での受入は病院の計画に

も影響が出ることから、勤務は年度単位としていただきたい。 

・保健所等での勤務期間は、地域勤務に該当するのか。また、自分の意思による研

修も可能か。 

・医師のキャリアや専門医制度との整合性も考えながら、検討を進めたほうがよい。 

 

〈事務局回答〉 

   ・保健所等での勤務期間については、基本的には１年間と考えている。 

   ・保健所等での勤務は、地域勤務として整理する予定である。保健所勤務中の研修 

については、今後検討してまいりたい。 

   ・今回の運用変更は、地域勤務の選択肢を広げることを目的としており、臨床に戻 

る場合には、キャリアについて一緒に考えるなど、医師に寄り添って支援してま

いりたい。 

 

（２）岡山県へき地医療支援機構の運営について 

（令和２年度事業実績及び令和３年度事業計画（案）） 

令和２年度事業実績及び令和３年度事業計画の概要（巡回検診、医師派遣等）を

へき地医療支援機構事務局から説明した。 

 

〈委員の主な意見〉 

   ・笠岡諸島で医師派遣が中止になったとのことだが、島内の医療には影響が出てい 

ないか。 

・白石島と真鍋島には笠岡市民病院から医師が派遣されているが、診察回数は減っ

ているため、平常時の体制に戻ることが理想である。 

   ・各診療所での実際の診療件数の推移等は把握しているか。人口減少が進む中、例 

年と同じ活動を続けるだけではなく、状況を整理した上で、他の方法を考えるこ 

とも必要である。月平均の患者数等をこの協議会で示していただき、本当に必要   

な対策を考えてみてはどうか。そのためにも、まずはデータを積み重ねていただ 

きたい。 

   ・今後は、地域密着型の中小病院が診療所に医師を派遣する方法を考えていく必要 

がある。診療所だけで地域を支えるのではなく、病院や訪問看護ステーション等 

の保健師等がカバーできれば、コストも抑えられる。 

   ・地域の病院から診療所へ医師を派遣し、地域の病院には基幹病院や大学から医師 

を派遣する方法が将来的には一番よいのではないか。 

   ・自治医科大学卒業医師や地域枠卒業医師の中で、義務年限が修了した後、最先端

の医療や研究もやってみたいという方がおられれば、専門施設を紹介することも

できるため、協力させていただきたい。 

 

〈事務局回答〉 

   ・診療所の現地調査を新たに実施しており、医師一人当たりの患者数や診療に係る 

コスト等について、平成１６年の報告書と対比することで、５～１０年後のへき 
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地診療所の方向性を出したいと考えている。もうしばらく時間をいただきたい。 

 

（３）令和４年度の地域枠に係る協議について 

令和４年度の岡山県地域枠の設定にあたり、設定数や従事要件等について、事務 

局から説明し、了承された。 

 

〈委員の意見〉 

意見なし 

 

（４）2022年度専門研修における専攻医採用数シーリングについて（報告） 

2022 年度専門研修における専攻医採用数シーリングについて、岡山県の状況等に

ついて事務局から報告した。 

 

〈委員の主な意見〉 

・県境を越えて多くの専攻医を派遣している岡山県の特殊性について、県から国へ

の働きかけを今後も継続していただきたい。 

 

 

以 上 


